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青雲会 会報青雲会 会報

青雲会総会のご案内青雲会総会のご案内平成30年度

■ 会　場

■ 日　時

■ 講演会のテーマ

昭和

平成
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５０．  ２
５６．  ３
５６．  ７
５８．  １
５９．  ７
６４．  １
  ２．１０
  ３．  ３
  ７．  ７ 
１６．  ４
２４．１１
２６．  ４

誕生
大阪府立大手前高等学校卒業
大阪大学医学部・医学科卒業
大阪大学医学部附属病院　研修医
堺市立堺病院　内科医師
大阪大学医学部・腫瘍病理学部門　助手
ヨーロッパ分子生物学研究所　客員研究員
京都大学医学部・医化学第一　助手
京都大学医学部・医化学第一　講師
大阪大学微生物病研究所・遺伝子動態研究分野　教授
大阪大学大学院医学系研究科・病理学　教授
日本医師会医学賞
大阪大学大学院生命機能研究科　研究科長
（平成２８．４まで）

〒534-0026 大阪市都島区網島町9-10
TEL 06-6356-1110 （代表）

太閤園 ゴールデンホール

JR東西線大阪城北詰駅（３号出入口）より徒歩１分
京阪京橋駅（片町口）より徒歩７分
地下鉄長堀鶴見緑地線京橋駅（2番出口）より徒歩5分

◎周年記念 ： 10年：56期、20年：46期、30年：36期、40年：26期、
　　　　　　50年：16期、60年：6期の会員です。
◎卒業後5年以内 ： 2014年3月～2018年3月卒業の会員です。

ご出席の方は、会費の前納をもって申込みとさせていただきます。
同封の払込み用紙をご利用ください。
■ 払込み期限　6月29日（金）［必着］

（注）

平成30年7月21日（土） 

10 ： 30 － 11 ： 15　総　会
11 ： 20 － 12 ： 20　講演会
12 ： 30 － 14 ： 30　懇親会

■ 会　費

８，０００円

■ 講　師

4月
編集・発行

青雲会（大阪大学法学部同窓会）
　　　 会長　内藤 欣也
事務局　
〒560-0043 豊中市待兼山町１-６
大阪大学大学院法学研究科内
TEL&FAX.０６-６８５０-５１９８
E-mail  ishibashi@seiunkai.net
http://www.seiunkai.net/

印　刷 株式会社 絆コーポレーション

平成30年4月30日

2018年

号

『知っておきたい病気のメカニズム　
       － 罹ってからでは遅すぎる －』

講師　大阪大学教授　　医学博士 仲野　徹 氏

仲野  徹氏大阪大学教授 医学博士

（周年記念:6，０００円、卒業後５年以内:2，０００円、学生:１，０００円） 

    午前10：30開会
なかの とおる

一般

青雲会 会報青雲会 会報
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　日ごろは青雲会の活動にご支援ご協力を賜り、誠にありがとうございます。紙面
をお借りいたしまして改めてお礼申し上げます。
　さて、会長を拝命して早いもので１年が経過いたしました。大過なくといえるかどう
かにつきましては、退任してからの皆様のお声にお任せすることといたしまして、今
回は青雲会の活動において、気になる点をふたつ指摘させて頂きたく思います。
昨年、青雲会の「人」と「お金」のお話を少しさせて頂きました。今年も同様の話で
恐縮ですが、少し視点が異なりますのでご容赦下さい。
　青雲会の組織のひとつに、卒業年度ごとに選出されている各期の幹事さんで構
成される幹事会があります。形式的には総会が最高議決機関ですが、実質的には
年５回開催される幹事会で、大抵のことが決まっていきます。ところで、幹事さんの
総数は１００名以上なのですが、幹事会への出席者は２０名少しといったところで、
非常に出席率が低く、結果として青雲会の活動の担い手に悪い意味での「寡占

状態」が発生しています。これを解消するためにも、幹事さんの幹事会へのご出席を呼びかけたいと思います。なお、幹事
会の案内が来ていないという幹事さんがおられましたら、ぜひ事務局までご連絡をください。
　次に「お金」ですが、昨年は財政のあり方を議論したいと申し上げましたが、今年はその前提として、会費負担の公平化
に向けてのお願いです。青雲会の年会費は３０００円で決して高い金額ではないと思いますが、会費の納入率は極めて低
調です。今お読みいただいている会報は、会費の納入の有無にかかわらず、すべての会員の皆様にお届けいたしておりま
すが、ある意味において一部の方のご負担によってお届けすることができています。
　以上、いずれも青雲会の「人」と「お金」のお話ですが、公平に皆で負担しなければ、活動は停止してしまいます。是非と
も、会員の皆様のさらなるご支援ご協力をお願いしたいと存じます。

　青雲会名誉会長を拝命して約２年間が経ちました。 大阪大学法学部の代表と
して、会長・役職者が会に尽力される様を親しく目にし、会員諸兄姉が絆を深められ
る事業に関われますことは大きな光栄です。さて、この間の経験を何か社会科学的
に位置づけられないかと思い、教育社会学者黄順姫先生の『同窓会の社会学　
―　学校的身体文化・信頼・ネットワーク』（世界思想社、２００７年）を読みました。
九州の名門高等学校を密着調査した知識社会学的研究の力作です。私なりの
偏った紹介になりますが、学校卒業生が共に学んだという記憶を集団として強化
し、卒業後にも会員のアイデンティティに新しい意味を与え、参加者のつながりを促
進し人的資本を蓄積させていく同窓会を「記憶の共同体的再生装置」として活写
することで、私の経験を相当に説明してもらえたと思いました。
　ひるがえってわが法学部卒業生の絆には、より成長した学生が織りなすこと、クラ
ブやゼミ、また旧司法試験の勉強会など更に濃密な人間関係を伴うサブグループ
と交錯することがあること、また、卒業後の進路と直結はしないこと等の特徴があり

ます。いわば寛くてゆるい絆と言えましょう。 ただこれをむしろ肯定的に捉え、各界で活躍される仲間を誇りに思い、学んだ実
践的法学・政治学素養を基底としつつ、緑多き待兼山キャンパスと教室の原風景をよすがに皆の記憶を強めて広く人をつ
なげる絆となればすばらしいと考えます。

会長　内藤 欣也（29期）

青雲会会長 ご挨拶

大阪大学大学院法学研究科長 
大阪大学法学部長 

林　智良

青雲会名誉会長 ご挨拶
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　今年度より副学部長・国際公共政策学科長を務めることとなりました松野明久と申します。こ

れから2年間よろしくお願いいたします。主として東南アジアをフィールドとした紛争の研究を専

門にしております。国際公共政策学科の雰囲気は、扱う問題の多様さもさることながら、それに

対するアプローチもまた多様でありますので、エキサイティングかつ活発である一方で、ある意

味ではカオスといえるようなところもあります。しかし、それは何かを産み出そうとしているカオス

であり、そこには将来が楽しみな学生たちが集まっています。大学の現状はというと、意気揚々

とした国際公共政策学科の雰囲気に比べ、なかなか厳しいものがあります。財政がますます

厳しくなる中で、研究・教育両面で激しい国際的競争にさらされるているからです。この間不祥

事もあり、それらは士気にかかわるものでもありました。しかし、改革に向けた取組みのペースを

ゆるめることは許されません。国際公共政策学科は外国語学部と並んで阪大の国際化、グ

ローバル化を率先して担うところです。その期待に応えるべく、グローバル人材の輩出に向け

て邁進してまいりますので、今後ともよろしくご支援・応援を賜りますようお願い申し上げます。

　平素から高等司法研究科の教育に御協力・御支援くださいまして、誠にありがとうございま

す。昨年度は、司法試験の合格者数、合格率ともに上昇しました。合格率では、法科大学院

の中で５位の成績となりました。これも青雲会、阪大法曹会のみなさまのご支援の賜と感謝い

たしております。合格率の高さに加えて、本研究科では飛び入学者、早期卒業者のための新

たな入試制度を設けたことなどもあり、今年度の入学者は６０名を超えるまでに回復いたしまし

た。全国の志願者が減る中で、なんとか踏みとどまることができました。

　ロースクール制度が始まってから１５年目になりましたが、司法制度や大学制度の諸改革が

続いています。大学内外から厳しい視線が注がれている状況ではありますが、今一度、大阪

大学のロースクールとして、何ができるか、何をすべきかを考えてゆきたいと思います。多様化、

国際化といった表面的なことに惑わされず、その本質を突き詰めたうえで対応してゆくことが

重要と考えています。また、これから日本を支える若い人たちに、法曹の仕事がどれほどやりが

いに満ちているか、また、多くの先輩方が教育に、就職に関わってくださっている本研究科がどんなに恵まれているかを積極的にア

ピールしてゆきたいと思います。

　今後とも本研究科を御支援くださいますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。

国際公共政策学科長

　　　　    松野 明久

高等司法研究科長  

　　　　下村 眞美（32期）

 阪大法曹会
　2017年の司法試験は、久しぶりに66名という多数の合格者を出し（合格率全国第
5位）、大学の先生方、ご協力いただいた弁護士先生ともども大いに喜んでおります。

　ちなみに現在、高等司法後援基金を通じ実施している援助内容は次の通りです。

１．法律文書錬成講座
　今年は27人の若手会員の協力のもと　法律文書の書き方指導
２．修了生勉強会
　未合格卒業生に対するグループ指導
３．必要資金の援助

　恒例の司法試験合格祝賀会を10月24日（火）大阪弁護士会館にて開催いたしま
した。合格者35名、迎える会員45名の盛大なパーティーとなり、とくに年々合格者の自
己紹介がユニークになり、阪大法曹会の体質が変わって行くことが実感されました。

祝賀会風景

就活懇談会風景

高等司法研究科長 ご挨拶

国際公共政策学科長 ご挨拶　
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　平成２９年度の青雲会総会は、２０１７年７月１５日（土）、大阪新阪急
ホテル２階「紫の間」にて、講演講師に青雲会会員でもある関西学院大
学副学長・関西学院理事の神余隆博氏をお迎えし、来賓の川島慶雄
名誉教授、田中茂樹名誉教授、吉本健一名誉教授、三成賢次副学
長、林智良法学部長、大久保邦彦国際公共政策学科長、下村眞美高
等司法研究科長ほか多数現職教員の先生がたのご臨席のもと、総数
６８名の会員の皆様のご出席をいただき、盛会裡のうちに終了しました。

１ 　総会議事 （10:00ー10:45）
　会長挨拶では、内藤会長から会員各位の知恵を拝借して、役員が
汗をかいて、青雲会の抱える課題の解決に取り組み、青雲会の発展に

平成２９年７月１５日（土）１０時開会
大阪新阪急ホテル　２階「紫の間」
テーマ「激動の世界情勢と日本の進路
　　　　　 ― 日本、関西、大学はどうなるのか」

日　時
場　所
講　演

講　師 

役立てたいとの抱負が述べられました。来賓祝辞では、林智良名誉会
長から、法学部・法学研究科が直面する課題についてのお話がありま
した。
　引き続き会長から平成２８年度会務・会計報告がなされ、松本会計
監査から平成２８年度会計監査報告があり、いずれも承認されました。
平成２９年度事業・予算報告では、交流、支援、広報、情報発信、会員
拡充・組織強化の推進について会長が報告し、承認されました。
２  講演 （10:50ー11:50）
　関西学院大学副学長の神余隆博氏から「激動の世界情勢と日本の
進路－日本、関西、大学はどうなるのか」と題してご講演をいただきました。
アメリカ、ヨーロッパ、そして中国と、激動する世界情勢の中で、とりわけ関
西はどのようにあるべきかという興味深いお話を伺うことができました。
３  懇親パーティー （12:00ー14:00）
　懇親パーティでは、菅副会長の司会のもと、乾杯から学部学生の
紹介、青雲懸賞論文の発表、そして、恒例となっているビンゴゲーム
で盛り上がり、来年の再会を約してのお開きとなりました。

平成29年度卒業式・卒業修了祝賀会

講演：神余隆博氏

法学科１組 法学科２組

法学科３組・４組 法学科５組

国際公共政策学科１組 国際公共政策学科２組

学生の皆さん 懇親会

平成29年度 総会報告　

2017年度卒業生の皆さん　2018年３月22日（木）、豊中総合学館にて法学
部卒業式があり、法学部法学科より174名、国際
公共政策学科より72名、計246名、法学研究科より
37名の合計283名が卒業・修了されました。
　法学部優秀賞授与式に続き、2017年度の青雲
懸賞論文および青雲キャリアチャレンジ賞の表彰
式が行われました。青雲懸賞論文1席、2席、佳作
の皆さんと、青雲キャリアチャレンジ賞1位、2位、3位
の皆さんに青雲会会長から表彰状と賞金が授与
されました。
　青雲会主催による卒業修了祝賀会は、林法学
部長の祝辞と大久保国際公共政策学科長の乾
杯ではじまりました。仲間同士や恩師を囲んでの和
やかな懇談のあと、豪華景品をめざしてのビンゴ
大会で大いに盛り上がりました。青雲会会長の中
締めのあと、クラスごとに記念撮影をして終会とな
りました。
　当日の運営は法学研究会を中心とした5つの法
学部公認サークルの在校生のみな
さんが担い、出席者数は先生方を
含め186名の多数になりました。

関西学院大学副学長、関西学院理事 神余 隆博氏（20期）
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学生支援室長  名津井 吉裕

●2017年度  法学部生のためのキャリア形成支援講演会（春・秋）●2017年度  法学部生のためのキャリア形成支援講演会（春・秋）

　２０１７年度は、青雲キャリア支援基金活用事業「法学部生のためのキャリア形成支援講演会」を春と秋に開催し
ました。春の講演会（4月27日（木））では、紀藤正樹弁護士（法学部卒、法学研究科博士前期課程（公法学専攻）
修了、第二東京弁護士会所属・リンク総合法律事務所所長）をお招きし、「臨床弁護士の仕事―学生、社会に出て
も役立つマインドコントロールへの対処法―」と題し、新入生を主な対象として、最近学内で活動が活発化している
カルト系団体への注意喚起をしていただきました。学生たちは、紀藤先生のリアリティ溢れる経験談からカルトの危
険がすぐそばにあることに気づかされ、深い感銘を受けた様子がうかがえま
した。また、秋の講演会（11月21日（木））では、田淵雄一郎氏（復興庁法制
班・参事官補佐）、桐明祐治氏（総務省大臣官房企画課・係長）をお招きし、
「“国家公務員”という選択肢―人生の岐路に立つ学生の皆さんに向けて―」
と題し、2年生を対象として、国家公務員の仕事内容、学生時代にどのような
思索を経て国家公務員を目指すようになったか等について語っていただきま
した。進路選択への関心が高まる時期とあって、多くの質問が出るなど学生
たちの反応がよかったのが印象的でした。

●新企画・青雲キャリアチャレンジ賞●新企画・青雲キャリアチャレンジ賞

　青雲キャリア支援基金活用事業として、２０１７年度から、「青雲キャリアチャレンジ
賞」を創設しました。これは、在学中に課外で取り組み、優れた成果を上げた法学生
を表彰し、副賞を授与して、その成果を称えるとともに、在学中のキャリア形成活動
を促進することを狙ったものです。第１回目となる２０１７年度は、４名の学生（いずれ
も４年生）が応募し、３名を表彰しました。青雲キャリアチャレンジ賞が、今後、優れた
キャリア形成活動の励みとして学生に認知されるよう、努めて参ります。

●キャリアデザイン・データベース●キャリアデザイン・データベース
　学生支援室は、学生のキャリア形成支援、修学環境の整備を目的とした組織
として、様々な事業に取り組んでいますが、キャリアデザイン・データベースの構
築は主要な事業のひとつです。今年も『皆さんのキャリアデザインのために～先
輩方の活動体験記』が出来上がりました（1200部発行）。この小冊子には、就
職活動・進学準備等の体験記と後輩へのメッセージを綴ったレポートの一部が収
録されています。他のレポートや昨年度までのレポートは、学内のウェブサイトで
いつでも閲覧できるようになっています（2018年4月現在、192名分の体験レ
ポートを収録）。この小冊子は、2016年度より青雲キャリア支援基金によって支
えられています。

青雲キャリア支援基金事業

キャリア形成支援講演会の様子

受賞者の皆さんと

『皆さんのキャリアデザインのために
  ～先輩方の活動体験記』
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講演を控えての
肥田先生

高橋俊郎先生（左）と特別ゲストの北浦さん

資料を示して説明に力がはいる高橋慶吉先生

福井先生 講演冒頭

   “青雲塾”へいらっしゃい！   “青雲塾”へいらっしゃい！ 松井 繁幸（23期）

第５6回　2017年 ４月１５日（土）

『上方落語の三百年』 肥田 晧三 先生
（元関西大学教授　書誌学・近世文学者）

　昨年度の開催内容は次のとおりです。場所はいずれも大阪大学中之島センター。各回の詳細と過去の実績、次回の
案内もホームページをご覧ください。

　道頓堀「今井」発行の冊子で、肥田先生を「なにわ文化の生き字引」と紹介し、「ほんまもん
の大阪人ここにあり」と実感させられたとも書かれています。現在、読売新聞の毎週木曜日夕刊
で「再見 なにわ文化」好評連載中。背広は１着も持っていない。ふだんは紺のつむぎの着物。
当回は、尊敬する20年先輩の肥田先生の母校、高津高校の創立100周年に協賛して開催し
ました。おかげさまで54名のご参加をいただき、ほぼ満席となりました。
　大阪落語の資料は無い無い尽くしと言っていい中で、京都の露の五郎兵衛、大阪の米沢
彦八、京都に現われた二代目米沢彦八、大阪の桂文治を取り上げ、これらの名人に関するほ
んのひと握りの確実な資料をたどって、上方落語三百年の歴史を解き明かされました。
　第1部の肥田先生の講演に続いて、第２部は、高津高校１期（高津じんろく会）で同級の古
川利行さんに肥田先生との思い出を語っていただきました。
 

第５9回　2018年　３月１7日（土）

『日本はいつから総無責任体制になったのか： 戦時体制と東大話法』

　「法社会学の視点で『企業コンプライアンス』研究を進めていると、組織の無責任体質の問
題に直面することがしばしばあります。この『病』は日本社会に広く蔓延しており、大きな組織、歴
史ある組織ほど無責任体質の『病』が深いという印象を持ちます。今回の講演では、この無責
任体質の歴史を日本の戦時中の国家総動員体制にまでさかのぼって検証し、無責任体質の
今日的な象徴的表現形態である『東大話法』（安冨歩・東京大学東洋文化研究所教授の命
名）の特徴を明らかにします。」（福井先生）

http://www.seiunkai.net/kouryu/seiunjuku/

第５7回　2017年 8月24日（木）　

『織田作之助新資料について―2,000枚の草稿に見るオダサクの実像―』
高橋 俊郎 先生（大阪文学振興会総務委員）

高橋 慶吉 先生（大阪大学大学院 法学研究科 准教授）

福井 康太 先生（大阪大学大学院 法学研究科 教授）

　中之島図書館には、以前より織田作之助の旧蔵資料など約1,500点をまとめた「織田文庫」が
ありますが、奇しくも没後70年にあたる本年、織田禎子さん（織田作之助の姪、養女）より、新たに
関係資料約650点が寄贈されました。中でも2,000枚に及ぶ自筆原稿は創作過程を解明できる貴
重なものです。講演のあと、特別ゲスト北浦慎三さんから貴重なお話を伺うことが出来ました。北浦
さんは、肥田晧三先生と同級の高津高校１期。織田禎子さんの後見人を務められました。「もともと
太陽鉄工の息子さんですが、大学を出られたあと、暫時中学校の先生をされ、その時、織田禎子
さんが教え子でした。」（肥田先生）。

第５8回　2017年 １１月２６日（日）

『第二次世界大戦と日米の歴史認識―広島・真珠湾・靖国』

　「日中、日韓の間で歴史認識の問題が深刻化していますが、日米の間にも極めて大きな歴史
認識の相違が存在します。まずは論文、『原爆投下と日米の歴史認識』の内容を簡単にご紹
介したいと思います。そのあと、真珠湾や靖国の問題にも触れながら、歴史認識の観点から戦
後日米関係を振り返ってみたいと思います。」（高橋先生）。茶話会では、樺太（サハリン）に生ま
れ１１年住んで戦後内地に引き揚げてきた体験、駐留米兵の意外な優しさに接した驚きなど、
高橋先生のレクチャーがご参加の先輩方からの貴重な話で肉付けされ、戦中から戦後にかけ
ての様 な々課題を立体的に考える格好の機会になりました。

   “青雲塾”へいらっしゃい！ 青雲塾担当

貴重な露の五郎
兵衛の原本を
映しての肥田
先生の解説に
聞き入る参加者
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　名古屋では東海地方に在住の卒業生を対象として、経済学部同窓会と合同で、『名
古屋待兼会』を運営しています。主な活動は２，４，６，９月の例会と１１月の総会です。
　例会は、名古屋市内のホテルで行っており、約２時間半の会で、毎回、２０～３０人の
参加者で運営しています。はじめに同窓生が持ち回りで30分ショートスピーチを行っ
ていて、昨年の例会では、『ダヴィンチのルネッサンス』、『オカリナ演奏会』、『紫式部
日記を学ぶ』、『世阿弥と能の世界』と文化の薫り高い演題が提供されました。そして、
スピーチの後は約２時間、食事とお酒を楽しみながら、出席会員の近況報告や懇談な
どで会員同士の交流というのが、例会の内容です。
　そして１１月の総会には、大阪大学大学院法学研究科長・法学部長の林智良教授に
ご出席賜り、『法学部の宝物を手がかりに考える大阪大学社会科学系の過去・現在・将
来』という演題でお話し頂きました。
　また９月には名古屋で初めて、『大阪大学の集い』が開催され、母校から西尾章治郎
総長をはじめ各学部長も列席されました。名古屋待兼会としてもこの会への参加者が
一人でも多くなるよう出来るだけの協力をしました。その結果、３００人近い参加者が
集い、東海地区にこんなに大勢の阪大OB・OGがいるのだと思わされる程の盛会とな
りました。それが縁で名古屋待兼会にも登録される方も増えて相乗効果となりました。
　本年も活動を拡充していくことにしていますので、東海地区にお住まいの方、転勤
や卒業で転入される方は是非、左記の連絡先にコンタクト頂きますようお願いします。

東京支部だより

名古屋支部だより

● 名古屋支部 連絡先
〒466－0812 
名古屋市昭和区八事富士見１３０４　
中嶋 利幸  
TEL&FAX  ０５２－８３４－０６０７

● 東京支部 連絡先
〒160-0004
東京都新宿区四谷1-9 
天龍ビル5F 
杉政静夫法律事務所内
TEL 03-3355-6575  
FAX 03-3355-6576

東京支部長　西畑 一哉 （27期）

名古屋支部長　中嶋 利幸 （1９期）

　青雲会東京支部長の西畑一哉です。1979年3月に法学部を卒業、日本銀行に入行し、人事関連
や金融機関関連の部署で、金融機関の監督・合併・処理の仕事をして参りました。2015年9月から東
京九段にある二松學舎大学で仕事をしております。
　最近の青雲会東京支部の活動について報告いたします。昨年5月31日には、学士会館に於いて東
京待兼会春季懇話会（青雲会東京支部・OFC共催）が開催され、臼井正樹氏（大阪大学大学院経済
学研究科講師）から、「日本経済の再生に向けて―アベノミクスをどう評価しどう見直すべきか―」と
の題でご講演頂きました。金融緩和等による景気回復は一時的なものであり、日本経済は基本的な
部分で「根腐れ」が発生しているため、なかなか回復基調が定着しないといった分析でした。
　また、11月11日（土）午後3時より日本教育会館・喜山倶楽部で支部総会を開催し、来賓として本
部から林智良法学部長にご参加いただきました。支部総会の後、青雲会東京支部主催（東京待兼会
共催）で、三井住友信託銀行の谷本篤洋上級理事から「円滑な相続・資産継承のために―信託の活
用等あれこれ―」というテーマでご講演頂きました。身近な問題としての「相続」を多面的にご説明
いただき、本当に役立つご講演だったと考えています。
　最近幹事会では、篠崎光宏幹事長のご尽力もあって、少しずつ中堅若手会員の参加が増加して来
ているところです。「大阪大学の集い」や「大阪大学リーダーズフォーラム」等の場でもネットワーク
の拡大に努め、各種青雲会関連行事への参加者を増やしていくつもりです。また、現在支部活動を活
性化させるための施策を募っています。小さなことでも結構ですので、アイデアがございましたら、事
務局を務めてもらっています篠崎幹事長（shinozaki.mitsuhiro@sojitz-infinity.com）までご連絡
をお願いします。
　最後に東京の「特殊性」について少し申し上げてみたいと思います。先般欧米の客人を東京スカイ
ツリーに案内したところ「地平線まで住宅が拡がっているような、こんなシュールな景色は見たことが
ない」と言われました。東京は1000万人都市ではありません。周辺都市部を含めると3800万人を
超えるダントツの人口世界一の都市です（2位がインドデリー地区の2600万人、3位が中国上海地
区の2500万人）。知人のイタリア大使館商務部の人によると「イタリア一国の人口は約6000万人。
東京地区で都心から２時間以内に居住する人口は約3000万人。本国でイタリアワインを売るよりも
東京で販売する方がはるかに効率的」なのだそうです。人口が多ければ良いことも悪いこともありま
すが、母校大阪大学も、地元大阪に密着しつつ、色々な形で「（同窓会組織を含め）メガシティ東京を
うまく利用する」ことも考えて頂ければと思います。
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　中野貞一郎先生は昨年２月２０日に満９１歳で天国へと旅立
たれました。お葬式は家族葬で行われたこともあり、あちこちから
偲ぶ会をしたいという声が上がり、同年９月１６日に千里阪急ホ
テルで「中野貞一郎先生を偲ぶ会」を持ちました。お顔の広い
中野先生のことですから、声をかける先が際限なく広がりますの
で、基本的に学会関係と教え子（ゼミ生）の方たちに連絡したの
ですが、結局、北は仙台から南は九州まで、学者、裁判官、弁護
士、教え子、出版社の方等１５０名を超える方々が、中野先生を
偲んで集まってくださいました。これだけの方々がお集まりくだ
さったというのは、中野先生のご業績はもちろんですが、やはりお

人柄、どれだけ多くの方に慕われていたかを示すものだと改め
て思いました。当日は、奥様の周様をはじめ、ご家族もお越しくだ
さり、天皇陛下からの祭祀品や、学士院、文部科学省等からの
お花も届きました。ご出席の方々が献花をされた後、神戸大学名
誉教授鈴木正裕先生、中野先生が長く席を置いておられた事
務所の弁護士小野昌延先生、学士院会員竹下守夫先生、ゼミ
生第１号の弁護士藤原精吾先生、教え子の大阪大学教授下村
眞美先生からのお話があり、最後にご子息の神戸大学教授中
野俊一郎先生からのお礼の言葉がありました。

（偲ぶ会事務局 19期 出水 順）

中 野 貞 一 郎 先 生 を 偲 ぶ 会

　昭和29年入学の法学部同期会は昨年まではずっと「関西文化サロン」で
開いていましたが、同サロンが昨年秋に閉館となりましたので今年は「ホテル
グランヴィア大阪」に会場を移し予定通り2月１５日（木）に開催いたしました。
　卒業以来６０年にもなろうかという連中ですが、当日は東京からの出席者も
含め昨年と同じく総勢１７名が元気な顔を見せてくれました。
　来年の同期会もはやばやと２０１９年２月２０日（水）に決めましたので元気
な方は来年も「ホテルグランヴィア大阪」にお集まりください。

芳村 昭宏 （６期）

●●● 昭和29年入学同期会 ●●●

中野先生のご遺影 ご遺族の皆さん 参加者の皆さん

●●● 昭和３８年入学同期会 ●●●

　昭和３８年入学同期会「待兼会」は、約２０年前から原則１泊２日で毎年１
回開催しています。当初は、東京と大阪の中間ということで中部地方の温泉、
景勝地等で開催しましたが近年は関西か東京で開催しています。毎年持ち
回りで次年度の幹事数名を決め、幹事が行き先、スケジュール等を決定しま
す。２０１６年は、神戸でのディナークルーズ、灘の酒蔵や姫路城等見学、２０１
７年は京都で京都御所（残念ながら迎賓館は使用中のため見学できず）、相
国寺（伊藤若冲の絵を展示）、竜安寺、等持院、妙心寺等を見学。毎年２０数
名が参加しており、昨年はドイツから藤井君も遠路参加しました。
　参加者の顔ぶれはやや固定化しつつありますが、互いの近況や、学生時
代の思い出を語り、明日へのエネルギーをもらい、次回再会を約して散会して
います。今年は５月１６日（火）１３時から東京の「学士会館」３階３０１号室で
宴会、宿泊。任意参加で当日午前中「旧芝離宮恩賜庭園」、翌日「皇居東御
苑」観光が予定されています。
　幹事は小林克彦、林宏中、水上義久の３氏です。　　  原田 雅男 （15期）

同期会の開催報告
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　我々昭和４４年入学組も満６５歳を過ぎ、准高齢者世代に仲間入りしました。
とは申せ、人生１００年時代に向かっている中、仕事に、趣味に、孫の世話にと
忙しくしている人が多いと感じます。そうした仲間にリフレッシュの機会をと、広
島カープの躍進にあやかり、広島県福山市鞆の浦で同期会を開催しました。
　初日の８月２２日（火）には、卒業以来４４年ぶりに再会した地元出身のＫ君も
交え、鞆の浦から走島（はしりじま）に渡りました。民宿太進館（たいしんかん）
で、山盛りの新鮮な魚の刺身、ガザミ（ワタリガニ）に舌鼓をうち、参加者１２名
の宴が大いに盛り上がりました。翌日は、地元ガイドさんの案内で、朝鮮通信使
ゆかりの福禅寺對潮楼（たいちょうろう）を皮切りに鞆の浦を散策し、明日に向
けて英気を養いました。　　　　　　　 　　　　　　  小野 雅裕 （２１期）

●●● 昭和44年入学同期会 ●●●

　2月11日（日）に毎年実施しているS47年入学者の同期会が中之島センター9階の
「サロン・ド・ラミカル」で開かれました。ここは大阪大学発祥の地で、我々の時代は入
学式と卒業式をした場所です。開学70周年を記念して2004年に建設されたとのこ
と。ほとんどの参加者が初めて足を踏み入れました。素晴らしい施設で費用もリーズ
ナブル、今後もここで実施しようと話し合いました。
　今年は初参加数名を加えて36名が参加しました。女性も２名参加です。我々の
同期は裁判官や弁護士もいますが、内科医や歯科医もいるユニークな学年です。
北は仙台から南は広島から駆け付けた参加者は昔を懐かしみながらも現在頑張っ
ていること（仕事や趣味やボランティアなど）を披露してお互い刺激を貰いました。
　今後は徐々に参加者を増やしていきたいと思います。毎年大阪と東京で実施し
ていますので今回集まれなかった方も参加ください。幹事は1組梅原、2組西尾、3組
渡邊、東京幹事鈴木です。　　　　　　　　　　　　   　     鈴木 浩 （２４期）

●●● 昭和47年入学同期会 ●●●

　法学部昭和４３年入学生同窓会が平成２９年１０月２１日（土）、大阪市中央区
のホテルシティプラザ大阪、４階海の間で開催されました。
　平成２９年は我々が大学１年生となって５０年目の年にあたり、東は東京、埼玉か
ら西は福岡まで総勢４０人の仲間が集まりました。５０年の歳月を経過して、１５０人
分の４０人が出席ですので、なかなかの成績？ではないかといえましょうか。３分程
度を目安に一人ずつ来し方、近況等を語ってもらいましたが、阪大での教育の成
果か元々の素質が５０年の歳月を経て花開いたのか、それぞれ皆味わい深い話
の連続で、ヤジと合の手を交えながら楽しく歓談し、アッという間のひと時でした。
　次回は１組の世話役で２、３年後に再会することを約束し合いました。

中本 勝 （２１期）
　

●●● 昭和43年入学同期会 ●●●

２０１7年度 青雲懸賞論文 受賞者の皆さん

楠田 祥也（国際公共政策学科４年）、藤崎 航太郎（同3年）、Zachary Loke（交換留学生）

《２０１7年度 青雲懸賞論文》
　2017年度の青雲懸賞論文には、25件の応募があり、法学部教務委員会と青雲会審査委員による厳正な審査の結果、下記の論文の入賞が決定
しました。入賞者には3月22日法学部卒業式において表彰が行われました。受賞論文は青雲会ホームページに掲載しておりますのでご覧ください。

「インドネシアにおけるCSR活動が財務パフォーマンスに与える影響の分析」1席

長谷川 雄大（法学科３年）
「競馬事件における一時所得該当性に関する一考察」2席

手島 滉介（法学科３年）
「社外取締役義務化の可否」佳作

芹澤 咲（国際公共政策学科４年）、木村 雄亮（同３年）、小林 香音（同2年）
「犯罪の身近さが死刑に対する世論に与える影響」佳作

八名 恵理子、吉本 満紀（国際公共政策学科４年）
「民主化停滞要因としての『アジア的民主主義』意識 
  ―マレーシアとシンガポールにおける国民意識の実証的研究―」　

佳作
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中村 久子
（沓沢 久里）
さんの著書

　北海道での手柄話で誠におこがましいかぎりで
すが、昨年十一月、私の小説「通天閣の消えた
町」が北海道新聞文学賞を受けたのです。この歳
〈八十五才〉でまさかとまずは驚き、これで躊躇なく
作家を名乗れるのだと免許皆伝を得た喜びに湧き
ました。
　さて青雲会で二期といえば、もはや歴史的な存
在に違いありません。
　戦後の学制改革で旧帝大が新制国立大学とな
り、女性に門戸が開かれたばかりの阪大法学部で
は女子学生は三名のみ。畑さんは鎌倉利行夫人と
なり、大塚さんは敎育界へ、私は全くの落ちこぼれ
でした。憧れの最高学府で学び、時代の最先端を
行く女性として活躍する夢など何処へやら、私は
大阪での全てを捨てて東京へ逃げ出したのです。
　血の気の多い学生時代、私は勉強そこのけで
阪大新聞会の活動にうつつを抜かしていました。
朝鮮戦争中で反米反戦運動が高まる一方、我が
待兼山キャンパスのグラウンドで各方面からの参
加者による大集会「朝鮮戦争勃発二周年記念・前
夜祭」が開催され、その後徹夜のデモ行進が吹田
操車場を目指して始まりました。軍需列車の輸送
妨害を企てた集団と警官隊との激しい衝突があ
り、デモ隊は散り散りに退散。この騒乱「吹田事件」
が私の人生を狂わせたのでした。
　一緒に参加した新聞会の先輩との仲が深まって
結婚に至る辺りを書いた小説が「待兼山ラプソ
ディー」、北野高と合併した大手前高校への入学、
更には阪大入試に挑戦と夢を追い、ひたすら前向
きに生きた少女を主人公に、それを支えたアベノ界
隈の商店街の人々の生き様を描き、戦後大阪の一
時代を書いた「通天閣の消えた町」、これらが評価
されての受賞でした。
　学生時代には物書きになる運命など思いも寄ら
ぬことでした。「小説家になる」と豪語していた経済
学部の文学青年が私には魅力的な先輩でした。
函館出身の彼がメンコイと言ってくれるのが嬉しく

て、何処までも付いて行こうとヨメになったのです。
　彼との人生航路は波乱万丈。東京での編集者
生活は極貧の三年、破産寸前の家業を見捨てら
れず後継に奮闘した函館での十二年、企業を再
建し札幌に進出しての五十年。常に仕事オンリー
の夫の傍らで、家事と育児に専念する主婦業の私
には社会への出口無し。
　欲求不満にジタバタしながら読書会や文学集会
に参加するうち、同好の士との出会いに恵まれまし
た。やがて仲間たちと文学同人を立ち上げ、そこで
の小説修業で生まれた私の三作目「鶴の泪」が、
折からの朝日新聞北海道支社募集の第一回「女
性の小説」に入選。センセーショナルな話題の主に
なったのです。否応なく主婦ライターとして新聞・雑
誌等への執筆作業が始まって爾来四十数年をほ
そぼそと書き続け今日に至りました。
　片や夫も六十五歳で実業界を引退、宿願の作
家活動を始めました。積年のマグマ噴出で、二年
に一冊のペースで出版。いずれも好評を得て今や
文芸家協会に属する堂々の作家ぶりを発揮してい
ます。最新作は八十八歳の「シニアライフの本
音」。やっぱり先輩には頭が上がりません。物書き
二人の夫婦舟、漕ぎ続けた六十四年ですが、オー
ルを上げる日もそろそろでしょう。

青雲会に寄せて
中村 久子 （沓沢 久里）

活躍する卒業生 Ⅰ

作家 【２期】
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◆不動産鑑定士という職業
　法曹界の方を別にすると、「不動産鑑定士」とい
う職業をご存じない方も多いのではないかと思いま
す。不動産鑑定というのは、不動産の価格や賃料
を判断して、不動産鑑定評価書というレポートにま
とめる仕事です。
　まあ、普通の生活をしていると、そんなレポートが
必要になることは殆ど無いと思いますが、企業等の
活動の中ではたまに必要になり、個人の方でも相
続等でこういうものがあると便利な事がごくごく希
にあります。
　こんな風に、常に大量の仕事が発生するような
業界ではありませんので、不動産鑑定士の数はか
なり少なく、私の所属する（公社）大阪府不動産鑑
定士協会の不動産鑑定士数で500名弱、毎年の
試験合格者も全国で年100人程度です。
　人数を増やさなかったのは、「既得権を守れ！」み
たいな発想が強かったのだと思いますが、現在は
このツケが回ってきて、仕事が集中する大手事務
所では慢性的な人手不足が続いています。これを
読んでいる人生を変えたい30代～40代の方、試験
合格時に40代前半であれば大手も余裕で狙えま
すので、ありかもですよ（笑）。
◆鑑定士としての私の履歴
　このような業界を私が知ったのは、学卒後に務
めた某市役所でのことでした。実はちょっと用地買
収がらみで問題があって、その中で「不動産鑑定
士」という職業の存在も知りました。
　そんな時に、昔、司法試験を勉強していた頃に
通っていた予備校から「試験科目が被るし、安定
的な資格ですよ」なんて美辞麗句を書き連ねたパ
ンフが届き、ちょうど30歳前で「冒険したくなる年
頃」だったので、踏み切ってしまった訳です。
　その後、大阪の大手鑑定事務所で4年ほど修行
し、その後開業準備という名の専業主夫生活（当
時1歳だった娘の離乳食を作ったり、おむつを替え

たり、結構楽しんでました）を経て、会社を設立し、
今に至っております。
　おかげさまで開業12年目に突入し、鑑定業界の
中でも「若手の中での、ちょと上の方」くらいの認識
はしていただいていると思っています。
◆折角なので弊社を宣伝させて頂くと...
　弊社は株式会社という体裁の個人事務所です
が、ご縁と同時期に同じ会社を退職した仲間にも
恵まれた関係で、企業様や金融機関様からの大
量案件なども受注いただいております。
　また、大学時代に同じクラスであった弁護士さんと
たまたま街で会ったことをきっかけに、法律事務所・
会計事務所からの依頼をいただくようになり、事業
再生等の案件にも関わらせていただいております。
　更に近時には、裁判所とのご縁もいただいて、裁
判所からの公的鑑定（第三者鑑定）や借地非訟
事件の鑑定意見書等の業務も増えて参りました。
　この中で、係争と税務評価に特に力を入れて、
業務を拡大していこうと考えております。不動産の
世界というのは、数年間で常識が変わってしまう世
界ですので、時代に遅れないよう知識を深めていく
ように努力せねばと思っております。
◆最後に
　以上、格調高い紙面の中で、ふにゃっとした文章
を書かせていただいて申し訳ございませんでした。
鑑定書はちゃんと書きますのでご安心下さい。
　因みに会社の方は、北浜駅のすぐ近く、築90年
を超えるレトロビルである「伏見ビル」の3階にござ
います。雰囲気の良いビルですので、お気軽に遊
びに来ていただければと存じます。

ニッチな世界で色 と々...

碓井 敬三
株式会社 碓井不動産鑑定士事務所

代表取締役・不動産鑑定士 【41期】

活躍する卒業生 Ⅱ
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　 平成29年度青雲会行事等報告
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行  事  等月 日 曜 行  事  等月 日 曜

2017年

2018年

法学部1年生オリエンテーション（於：豊中総合学館301講義室）

大学院高等司法研究科オリエンテーション（於：豊中総合学館５階模擬法廷）

大学院法学研究科オリエンテーション（於：豊中総合学館501講義室）

第56回青雲塾（於：大阪大学中之島センター）

第1回幹事会（於：豊中 法経研究棟４階大会議室）

2017年度青雲会会報発行

第1回青雲キャリア支援基金運営委員会（於：大阪大学中之島センター）

第2回幹事会（於：大阪大学中之島センター）

青雲会総会（於：大阪新阪急ホテル）

第57回青雲塾（於：大阪大学中之島センター）

第3回幹事会（於：大阪大学中之島センター）

司法試験合格者祝賀会（於：大阪大学会館）

東京支部総会（於：日本教育会館「喜山倶楽部」）

名古屋支部総会（名古屋待兼会総会  於：名古屋ローズコートホテル）

第5回幹事会（於：大阪大学中之島センター）

青雲懸賞論文審査結果発表

第59回青雲塾（於：大阪大学中之島センター）

卒業式

青雲懸賞論文・青雲キャリアチャレンジ賞表彰式（於：豊中総合学館401講義室）

卒業修了祝賀会（於：豊中総合学館402講義室）

水

月

日

火

月

1

6

26

28

4

11

12

青雲懸賞論文募集開始（2018年1月19日締切）

文系学部同窓会幹事合同懇談会（於：ガーデンシティクラブ大阪）

第58回青雲塾（於：大阪大学中之島センター）

第2回青雲キャリア支援基金運営委員会（於：大阪大学中之島センター）

第4回幹事会（於：大阪倶楽部）

項 目 平成29年度
決算

平成30年度
予算

総会費
会報費
ソフト保守費
支部助成金
ローヤリング助成金
一般助成費
懸賞事業費
司法基金援助金
塾・部活動費
若手交流会
人件費
その他経費

支出　計

支出の部

項 目 平成29年度
決算

平成30年度
予算

会費収入
懇親会収入
その他収入

収入　計

5,600
555
205

6,360

5,320
586
214

6,120

△257
3,743
3,486

0
3,486
3,486

760
2,200
390
370
200
250
270
300
150
100
637
733

6,360

739
2,161
389
370
200
250
267
300
147
0

750
804

6,377

収入の部
（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

収支差額
前期繰越金
次期繰越金

※本案は総会でご審議いただきます。

平成２９年度決算報告と平成30年度予算（案）
（概要）

青雲会事務局　西尾 光代（３０期）

事務局は大阪大学豊中キャンパスの法学部本館１階（正面玄関
入って右手、右側）の「法高連携支援室」にあります。
月、木の週２日、午前１０時～午後４時（１１時３０分～１２時３０分
昼休み）に在室しています。
会員の皆様のご連絡をお待ちしています。

青雲会からのお知らせ
同期会や同窓会をしませんか！

入学年度での同期会の開催
出身ゼミごとの同窓会の開催
居住地やエリアごとの同窓会の開催
勤務先内での同窓会の開催
その他にも、出身校や出身都道府県ごとの
同期会、同窓会の開催にもご利用頂けます。

TEL：06-6850-5198事務局まで
お問い合せ
ください。 メール：ishibashi@seiunkai.net

同期会や、恩師を囲んでのゼミ同窓会などの
開催に会員管理システムをお役立てください。

TEL：080-7035-9285　E‐mail：tennohikarihasubetehoshi@hotmail.co.jp連絡先

青雲会囲碁同好会のご案内

青雲会囲碁同好会幹事  銭尾 正和（ぜにお まさかず）まで

　気楽な雰囲気でみんな囲碁を楽しんでいます。高段の方も級位の方も幅広くいらっしゃ
るので、ぜひ参加して、交流や棋力の向上を図ってください。

◎燦碁会（経済学部ＯＢの囲碁同好会）と合同で行っています。
　日時：２月、５月、８月、１１月の第三土曜日13：00～17：00
　場所：日本棋院梅田囲碁サロン　
　　　大阪市北区角田町1番12号 阪急ファイブアネックスビル6F
　　　阪神・阪急梅田駅より徒歩5分、地下鉄梅田駅、JR大阪駅より徒歩10分
　TEL: 06-6364-5841 HP： http://www.nihonkiin.or.jp/sisetsu/umeda/info.html
　席料：1,230円（日本棋院会員は1,030円）

その他、１月に新年囲碁会（全大阪大学）、７月に囲碁大会（青
雲会囲碁同好会）、秋に現役大学生との交流戦などを開催し
ています。大会のみでも奮ってご参加ください。

定例会
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